
「自己の在り方生き方」を考えながら学ぶとはどういうことか

ジャパンナレッジスクール 探究学習セミナー2024

於：関西大学梅田キャンパス(2024/12/07)
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-多様な生徒の「自己」を支援する授業づくり-

授業の様子を公開しています

(Click! or Scan!)
QRコード

自動的に生成された説明

https://youtu.be/Novp2dGLzqo


「探究学習」実践上の悩み
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テーマ

そもそも
やる意味

「これが私たちの探究かな」
という具体的イメージを

話し合うきっかけに

ICT

協働

評価

組織
体制

文献
調査



自己紹介
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• 山﨑勇気 (清教学園 探究科教諭)

@yukizakiyama_jp

 yamazakiyuki@seikyo.ed.jp

• 中高それぞれで探究学習を担当

 授業6割、図書館業務3割、分掌1割

• 前職は大阪市内の公共図書館司書

https://x.com/yukizakiyama_jp
mailto:yamazakiyuki@seikyo.ed.jp


画像出典:経産省Webページ

「SDGs」を学べば探究? ICTを活用すれば探究?
「アクティブラーニング」っぽければ探究?
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探究学習といっても色々。
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• どうも「探究学習」は各校により様相が異なる

• とはいえある一定の原理によって分類は可能

• 分類原理は、学習をいくつかの要素に分けることで検討可能

• 学習成果物 / テーマ設定 / 学習者単位 / 評価 / 調査方法etc.



7つのステップ、2つのアプローチ

6

• 探究をステップで捉える

• 学習者中心 or 教育者中心

• それぞれに「主体」を設定
する=授業デザイン

(佐藤,2021)



4つのレベル、生徒に与えられる情報
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探究のレベル 問い 進め方 答え

Lv.１ [確認としての探究]
学習者は事前に示された活動を通じて基本原則を確認する ✓ ✓ ✓

Lv.2 [構造化された探究]
学習者は授業者が示した問いを、決められた進め方で調査する ✓ ✓

Lv.3 [ガイドされた探究]
学習者は授業者が示した問いを、自ら考えた進め方で調査する ✓

Lv.4 [自由な探究]
学習者は自ら問いを設定し、自ら考えた進め方で調査する

(Banchi & Bell,2008)をもとに作成



学習者単位とテーマ設定
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•  学習者単位 (個人or協働)

•  テーマ設定主体 (教員or生徒)

• 第Ⅰ象限に振れるほど…
▫ 多様な生徒の興味を反映する

▫ 指導が大変になる(リソース)

▫ 主体的に学ぶ

Ⅰ

ⅣⅢ

Ⅱ

テーマの多様性(小さい)

テーマの多様性(大きい)

個別

協働

(山﨑・片岡,2022)



誰が学習の「イニシアチブ」を握るのか
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議論は以下に集約される
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①  誰が学習のイニシアチブを握るのか

②  どこまで可能か
▫  生徒の学習観  … (自ら学ぶ学習への意欲)

▫ 教員の教育観  … (構成主義的教育への理解)

▫ 組織のリソース  … (多様な学びの支援体制があるか) 

•  その他の悩みは指導技術の各論になる(教員の工夫次第)

学習観
(生徒)

教育観
(教員)

リソース
(学校組織)



•  指導負担はマシ
•  学校的「協働」
• 教員の主体性
•  グループ配慮

• 興味がない
• 本読む元気がない
• みんなで楽しく
• フリーライダー
• グループ内で忖度

例：SDGsをグループで探究
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教育観
(教員)

リソース
(学校組織)

学習観
(生徒)

• リソース配分易い
• 民間活用も易い



• 指導負担増える
• 構成主義的教育観
• 生徒を待つ姿勢
• 時間はかかる

• 興味はある
• 本読む元気もある
• 自分で進むしかない
• テーマ決まらない

例：興味を個人で探究
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教育観
(教員)

リソース
(学校組織)

学習観
(生徒)

• リソース配分増
• カリマネの必要
• 支援体制の必要
(図書館やFW仲介)



1
3

社会課題

社会起業家 SDGs

キャリア教育ICT活用

総合選抜

学習観
(生徒)

教育観
(教員)

リソース
(学校組織)

STEM教育

プロジェクト型
フィールドワーク

論文/ポスター
個人/協働 興味/テーマ

興味/テーマ

AI

内製/民間



文科省の示す「探究学習」
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学ぶ内容や方法は、
各学校や授業担当者、
さらには生徒自身に
委ねられている。

【総合的な探究の時間編】高等学校学習指導要領（平成30年告示）解説

「総合的な探究の時間」の目標：探究の
見方・考え方を働かせ，横断的・総合的
な学習を行うことを通して、自己の在り
方生き方を考えながら、よりよく課題を
発見し解決していくための資質・能力を
次のとおり育成することを目指す。

「通して、」=プロセス重視。

資(もとで)となる質(たち) 「肯定的な学習観」が重要。

能力はあとからついてくる。



総学との差に総探の特徴を見る
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【総合的な探究の時間編】高等学校学習指導要領（平成30年告示）解説

(中学) (高校)



「自己の生き方在り方を考える」とは何か
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授業実践例

学校図書館で「研究論文」を書く
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お手元の
生徒作品を

ご覧下さい！

その他作品はこちら

(Click! or Scan!)

https://drive.google.com/drive/folders/1AKV3oaaTWamvPyBZaQo7LHj_MTQfmUge?usp=sharing


学校 & 図書館紹介

清教学園中・高等学校
•  生徒数1800名(中高)

•  中1-高2で「探究」の授業 (各1単位)

• 学力帯は「中堅進学校」

清教学園図書館 リブラリア

•  蔵書8万冊、受入点数3500点 / 年

• 年間貸出冊数

▫ 中学生 42.7 点 / 年 高校生 8.1 点 / 年

1
8

図書館のいちにち

(Click! or Scan!)

https://youtu.be/zQw-gWBgcNs


清教学園の「探究学習」
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• 図書館を使って • 論文を書く• 興味あるテーマで



興味があることを学んで
なんになる？

















「巨人の肩」に
乗ったから。



就
活

受
験

探究学習は長い人生のどこかで、何かのかたちで、
芽を吹き葉を繁らせる
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自分の足で、自分の人生を歩んでほしい

自分で何でも学べる人になってほしい

清教学園 探究科の願い



授業が生徒に問う３つのこと
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あなたは何を学ぶのか

あなたはなぜ学ぶのか

あなたはどのように学ぶのか

= 「自己の在り方生き方」への問い



「1年間、なんでも学んでいいよ」と言われたら…

どんな研究に挑戦しますか？
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ワークショップ

回答はこちら

(Click! or Scan!)

https://forms.gle/sq1XEwirNLBhKpz99


インタビューゲーム

① じゃんけんで「話し手」の順番を決める

② 「話し手」は生徒。「聞き手」は先生。たくさん質問

• どんなテーマを考えてるの？
• なんでそのテーマを選んだの？
• どんなキッカケがあったの？
• なんでそのテーマが大事なの？

③ 合図でインタビューを開始・終了。役割を交代し一巡



学校図書館を使って「論文」を書く
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•  総合的な探究(学習)の時間 (1単位 / 1年半)

•  テーマは「自分自身が興味を持っていること」

•  生徒150名、教員2名＋図書館の資料支援

• 平均字数 : 18000字(中学) / 40000字(高校)

• APA方式を中高生向けに改変

•  論文は全て図書館で蔵書化 NDCで分類記号 &
登録番号付与し配架

授業テキスト→
(Click! or Scan)

https://libraria.seikyo.ed.jp/wp/wp-content/uploads/2024/08/2024%E5%8D%92%E8%AB%96%E3%83%86%E3%82%AD%E3%82%B9%E3%83%88%E6%9C%80%E7%B5%82%E7%A8%BF_Web%E5%85%AC%E9%96%8B%E7%94%A8-1.pdf
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授業の様子



書面と面談で教員がフィードバック
共有し、レファレンスや選書の材料に

36



フィールドワーク

専門家への取材

・自分で手紙を書きアポとり
・取材記録を論文に組み込む

実験/観察/社会調査 

・仮説→計画→実施→分析
・記録を論文に組み込む
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「研究ピース」をつくる

他人の意見
(引用)

自分の意見
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⑤ タイトル

④ まくら
（自分の言葉）

② コメント
意見・考察

（自分の言葉）

① 引 用
（ひとのコトバ）

③(著者姓,出版年,ページ数)
何
が
言
い
た
い
か

つ
ま
り
何
な
の
か

何
を
参
考
に
し
た
か

な
ぜ
引
用
し
た
か

研究ピースの構造
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指導方法は中1も中3も高校生も同じ

他人の意見
(引用)

自分の意見



実際の指導は地道な添削
論文原稿に何度もコメント
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なんでも学べる学校図書館

探究学習

司書・司書教諭
による支援体制

15年以上の探究学習を
経て集めた豊富な資料

新出テーマの資料は
スタッフで相談し購入

3000人の
先輩の先行研究



探究で使える学校図書館のつくり方
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• 生徒のテーマはしょせん1000分類。図書館的には余裕

(データサンプルは清教生、18年間/3000名)

• 1テーマあたり3冊用意するなら…
▫ 1800円 × 3冊 × 1000テーマ = 540万円

• これって安いですか？高いですか？
540万で巨人の

肩に乗れる
(サブスクじゃないよ！)



もっとお安くできますよ！(営業かっ)
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(片岡,2018)

• 422位までの本を揃えると、
全テーマの7割強をカバー

• 各テーマ3冊用意するなら…

▫ 1800円 × 3冊 × 422テーマ 
= 240万円

• 公共図書館も使えばいい

• 数年かけて書架は育つ



授業者の「課程」と学習者の「過程」は異なる
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授業者

カリキュラムや
単位数の都合で
授業課程を作成

学習者

個々の過程が
複雑で簡単に
整理できない

テーマ設定 情報収集 まとめ



「テーマ」とは何か

分野

題材

・研究テーマ
・リサーチ

クエスチョン

車の研究 (分野)

 → カーデザインの研究 (題材)

 → なぜ自動車デザインは2010年代以降

  各メーカーごとに統一され始めたか
(研究テーマ / リサーチクエスチョン)

時間かけて分野・題材を学ぶと
自ずと「テーマ」が絞られる



「コスパのいい」学び

殺処分の現状(頭数)
猫の殺処分をなくす
ために何ができるか

・手堅いが、つまらない。知識もテーマも広がらない

・結論ありきの研究。必要最低限の情報をなぞって終わる

取り組みの先行事例

私たちにできること
(アイデア)

結論

猫が捨てられる原因

置き去りにされる周辺知識や情報



猫

「無駄な勉強」が大事

健康

殺処分
遊び

種類

野良猫

社会性
ひとり
遊び

餌

運動

原因

頭数
原因

生態

品種

歴史

・参考文献をたくさん読み周辺知識を広げていく

・自分のテーマの方向性を模索しつつ学ぶ

分野も変更OK



なぜ地域によってうどんの好みが分かれるのか：
コシ，ダシ，塩気にみる麺食文化の地域性

うどんについて

学ぶうちにテーマが立ち上がる



生徒は不確実な「過程(≠課程)」と向き合う
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情報集めて

はい。じゃあ…

資料
まとめて

班で
相談して

発表して

• 個々の生徒が学習テーマを決める

• 多様なテーマと図書館の蔵書が出合う

• 「わからなさ」と向き合う探究学習

• 教員が学習テーマを決める

• 皆が同じテーマを、同じ方法で学ぶ

• 「答え探し」の探究学習



大人は「過程」に付き合う
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・面談やレファレンスを通じ、生徒のテーマを引き出す
・たくさんの図書や人との出合いで、テーマが決まっていく

教諭

   ・生徒への問いかけ
   ・研究方法の指導

司書

・資料収集/整理/体系化
・学習支援(レファ)

テーマ?!

興味?!

文献?!



我々に必要なこと

• 興味があることを学ばせてあげるだけ。

• 何に興味があるの？ なんで？と生徒に聞いてあげるだけ。

• なんでも学べる環境(授業や図書館)をつくってあげるだけ。

それが「自己の在り方生き方」を考えさせることだから

52



おまけ

探究学習は誰でもできる

53



敬学会研究(山形市第1小学校)

• 1947年の探究学習

• 小3～6が興味を学ぶ

• 教師と図書館が支援

• 最初の指導要領(GHQ)
「自由研究」の影響？

5
4



見学等、いつでもどうぞ！

@yukizakiyama_jp

   yamazakiyuki@seikyo.ed.jp
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https://x.com/yukizakiyama_jp
mailto:yamazakiyuki@seikyo.ed.jp
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